
職
域
の
欧
洲
地
理
學
界

理
學
博
士
小
川
琢
治

　
鰍
洲
四
に
於
け
る
職
雪
の
勃
獲
以
來
∴
既
に
一
年
有
心
†
に
垂

ん
こ
し
、
北
米
合
衆
國
を
除
き
重
な
る
刻
幽
皆
な
其
渦
中

に
入
れ
る
結
果
こ
し
て
、
日
本
に
鍮
入
す
る
患
版
物
は
以

前
の
如
く
豊
富
な
ら
す
○
就
中
濁
填
両
國
ば
封
鎖
せ
ら
れ

一
三
は
濁
逸
出
版
の
書
籍
難
誌
は
全
く
尾
入
の
途
を
絶
ち

昨
年
九
月
以
後
漸
く
共
搬
鐵
の
途
暫
び
開
け
、
蘭
國
を
経

令
し
て
吾
人
の
手
に
要
す
る
こ
ご
、
な
れ
り
。
地
理
學
は

他
の
霞
然
科
學
に
比
し
て
時
事
問
題
に
關
思
す
る
こ
ご
塘

悪
な
れ
ば
、
現
准
戦
時
の
學
界
の
風
潮
は
脅
か
ら
季
時
に

異
る
も
の
適
り
。
史
糠
の
擾
列
が
宛
も
此
の
永
久
に
記
臆

さ
る
べ
き
時
期
に
携
れ
る
を
以
て
、
吾
人
は
左
に
過
去
一

・
欝
欝
牢
の
概
呪
を
記
せ
ん
○

　
戦
争
開
始
後
腰
も
激
烈
な
る
損
害
を
被
む
れ
る
は
臼
佛

両
落
に
し
て
、
倫
敦
伯
林
の
地
理
學
會
ご
鼎
立
せ
る
巴
里

　
　
　
第
一
懸
　
　
（
一
〇
一
）
　
　
叢
　
訊
　
　
職
時
の
駄
洲
鏑
環
學
昇

地
理
學
曾
の
機
關
ピ
ρ
O
ε
σ
q
毒
℃
賦
①
は
一
昨
年
七
月
以
後

久
し
く
翅
行
を
卜
す
、
十
二
月
に
至
り
初
め
て
薄
き
一
概

子
鳥
で
た
る
の
み
、
共
後
弓
把
杏
こ
し
て
新
刊
號
に
接
せ

す
○
恐
ら
く
中
央
政
府
の
ボ
μ
ド
ー
移
樽
後
今
に
至
る
も

幹
都
委
負
の
常
時
の
如
た
・
會
務
を
見
る
こ
ご
を
得
ざ
る
結

果
な
る
べ
く
、
同
業
酒
こ
し
て
吾
人
の
遙
か
に
同
情
の
念

に
禁
へ
ざ
る
所
な
り
。

　
英
國
に
在
り
て
は
戦
嬢
の
影
響
を
被
む
る
こ
ご
絶
無
に

非
ざ
る
も
、
倫
敦
エ
デ
ン
バ
ラ
等
の
地
理
菲
薄
の
機
關
雑

誌
は
蓮
渇
し
て
三
二
せ
ら
れ
つ
、
あ
り
。
シ
ャ
ッ
ク
川
ト

ン
氏
の
計
為
せ
る
第
二
回
南
極
大
陸
探
槍
の
如
き
も
豫
定

の
行
動
を
愛
す
る
こ
ご
な
く
、
一
昨
年
開
載
後
出
蕨
の
塗

に
上
れ
り
○
～
早
れ
第
十
二
八
乱
μ
紀
末
に
カ
ピ
．
跡
ン
。
ク
ッ
ク

の
探
槍
離
が
激
洲
の
雲
隠
に
無
為
係
に
其
科
斗
的
探
究
に

從
回
せ
る
ご
同
一
の
訳
合
な
る
が
、
猫
國
潜
航
艇
の
他
日

何
れ
か
の
洋
海
に
於
て
此
の
探
貴
船
に
溜
聾
す
る
に
當
り

て
、
佛
國
海
軍
が
聴
に
ク
ッ
ク
に
塗
し
て
中
立
國
船
舶
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
一



第
一
巻
　
　
（
一
〇
二
）
　
叢
　
訊
　
　
職
時
の
葦
辺
地
無
學
界

優
遇
を
加
へ
た
る
如
き
雅
量
あ
る
べ
き
や
否
や
。

　
猫
逸
螢
究
の
難
誌
は
昨
年
九
月
以
後
再
び
輸
入
さ
れ
、

一
昨
年
七
月
よ
り
十
二
月
ま
で
の
分
は
今
爾
．
ほ
著
せ
ざ
る

も
、
昨
年
一
月
よ
り
八
月
ま
で
の
愚
論
に
よ
り
賂
ぼ
戦
索

開
始
後
の
鶴
逸
地
理
學
墨
の
景
祝
を
察
知
す
る
を
得
る
も

の
あ
り
。
懸
去
七
八
年
來
の
濁
傷
跡
に
於
て
特
に
注
意
さ

れ
し
も
の
は
軍
事
地
理
學
に
し
て
、
ペ
ー
’
グ
ル
T
ン
地
理

酸
漿
の
如
き
一
九
〇
九
年
＋
月
よ
リ
ラ
ン
グ
ハ
ン
ス
敷
授

の
携
任
せ
る
別
号
を
設
け
て
、
之
に
即
す
る
専
門
家
の
論

文
が
掲
載
さ
る
、
こ
ご
、
な
れ
り
○
蓋
し
軍
銀
地
溶
出
の

研
究
は
濁
逸
に
於
て
も
填
佛
伊
等
に
於
け
る
が
如
く
、
久

し
く
主
こ
し
て
軍
學
者
の
手
に
在
り
て
，
一
九
〇
一
年
春

余
の
伯
林
に
遊
び
し
際
、
醐
逸
に
行
は
る
、
軍
事
地
理
學

の
成
書
を
獲
ん
こ
し
て
當
時
留
學
の
某
軍
人
に
諮
り
し
に

獅
逸
に
て
は
軍
事
地
理
學
は
國
防
の
秘
密
に
渉
る
を
…
以
て

手
鉾
武
官
に
は
陸
軍
大
隠
校
の
謡
講
を
謝
絶
し
つ
、
あ
り

こ
い
ひ
て
、
其
著
書
の
如
き
も
之
を
獲
る
能
は
す
ご
聞
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
こ

り
○
然
る
に
其
後
十
年
な
ら
す
し
て
此
の
如
き
民
聞
の
學

・
術
雑
誌
に
研
究
項
目
こ
し
て
掲
載
せ
ら
る
、
に
至
れ
る
は

恰
も
一
方
に
同
國
に
於
け
る
載
窒
息
濟
等
の
研
究
ご
相
待

ち
て
、
戦
璽
に
封
ず
る
諸
方
面
よ
り
の
研
究
開
始
せ
ら
れ

た
る
一
紀
元
ご
看
…
倣
す
を
得
ん
。
武
ハ
後
モ
ロ
ッ
コ
問
題
に

濁
逸
が
殆
ん
ご
創
業
鞘
見
る
の
態
度
を
執
り
、
絡
に
一
昨

年
の
開
載
を
見
る
に
至
れ
る
も
の
、
決
し
て
偶
然
の
突
登

に
非
す
し
て
、
殺
氣
は
此
頃
早
く
既
に
濁
逸
國
民
の
全
部

に
横
盗
せ
る
な
ら
ん
○
近
究
ペ
ー
テ
ル
マ
ン
地
理
學
報
を

耀
く
に
、
軍
事
地
理
學
の
特
欄
は
撤
去
さ
れ
た
る
が
も
是

れ
濾
滅
せ
る
に
蝕
す
し
て
、
項
員
の
大
部
分
が
戦
事
に
商

接
叉
は
問
接
に
醐
生
す
そ
も
の
よ
り
成
り
、
從
前
の
一
般

科
学
的
方
面
の
論
文
ご
主
容
全
や
顛
倒
せ
る
の
み
○
試
に

昨
年
一
月
よ
り
七
月
ま
で
に
該
誌
上
に
現
は
れ
た
る
主
な

　
る
論
文
を
示
さ
ん
か
、

　
　
　
オ
プ
ト
ス
氏
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
地
理
略
画
ト

　
　
ラ
ン
ゲ
ン
ベ
ツ
ク
氏
ブ
川
ゴ
ア
ヌ
山
門



　
　
フ
質
ベ
ソ
ク
ス
氏
境
界
山
嶽
峯
線
の
戦
略
的
儂
値
　
　
を
暴
げ
得
る
の
み
○

　
　
エ
ー
グ
マ
ン
氏
ゲ
ル
マ
子
ン
の
海
こ
し
て
の
東
（
バ
　
　
ヘ
ッ
ト
子
ル
氏
始
筆
の
地
子
高
這
誌
0
8
σ
q
鰻
）
｝
翫
。
冨

　
　
ル
チ
ッ
ク
）
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
簿
ω
o
ξ
洋
第
二
十
一
年
の
一
月
よ
り
八
月
に
至
る
諸
號

　
　
フ
エ
ー
リ
ン
ゲ
川
並
職
略
的
防
禦
地
帯
こ
し
て
の
英
　
も
亦
た
戦
局
に
關
す
る
も
の
多
く
、
就
中

　
　
領
印
度
の
西
部
境
界
地
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ー
ゲ
ル
氏
填
幻
國
の
地
理
的
基
礎
及
封
外
政
策

　
　
エ
ス
・
ギ
ュ
ン
プ
ル
氏
白
耳
義
の
境
界
　
　
　
　
　
　
は
注
意
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
多
く
の
地
理
學
者
の
間
に

　
　
グ
レ
川
氏
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
濃
濫
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
導
さ
れ
、
殆
ご
定
論
の
如
く
な
れ
る
、
填
幻
國
の
多
種

　
　
レ
ー
マ
ン
氏
森
林
カ
ル
パ
ー
’
7
ン
の
嶺
　
　
　
　
　
　
民
族
の
聚
合
よ
り
成
り
て
、
輩
固
な
る
國
家
こ
し
て
の
地

　
　
ク
ラ
ン
ッ
氏
申
免
職
爾
に
於
け
る
地
質
學
の
同
題
　
　
理
的
要
素
を
敏
陥
す
る
．
こ
の
意
見
を
反
駁
せ
る
も
の
に
し

此
他
に
川
ー
マ
ニ
ァ
、
希
騒
等
の
バ
ル
カ
ン
諸
國
に
託
す
　
　
て
、
内
に
相
圃
げ
る
諸
民
族
が
属
土
關
係
に
於
て
相
親
和

る
論
交
あ
り
○
叉
た
同
誌
の
補
編
彰
σ
q
警
嬉
5
ぴ
q
警
簿
第
百
　
し
て
蔦
蔓
す
る
こ
ご
を
得
る
を
辮
ぜ
り
。
蓋
し
今
回
の
載

八
十
四
篇
こ
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孚
に
於
て
濁
逸
族
ご
マ
ヂ
ヤ
ル
族
ご
が
共
通
の
敵
國
た
る

　
　
フ
・
ベ
フ
ゥ
ス
氏
欧
洲
軍
事
地
理
學
第
一
編
地
中
海
　
ス
ラ
ブ
族
に
塗
し
て
極
力
奮
闘
し
つ
・
あ
る
．
ぎ
は
、
吾

　
　
諸
宇
島
（
急
心
四
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
も
亦
把
事
實
こ
し
て
認
め
ざ
る
可
ら
ざ
る
所
た
ひ
り
○
然

を
到
達
せ
り
。
此
問
に
異
彩
め
る
科
斗
的
馬
騎
こ
し
て
　
　
れ
こ
も
チ
エ
ッ
ク
族
、
其
他
の
ス
ラ
ブ
系
統
の
多
数
異
撮

　
　
べ
川
ン
ハ
ル
ド
氏
科
程
的
學
課
こ
し
て
の
農
業
地
理
　
　
族
が
如
何
な
る
威
椿
を
懐
抱
し
て
戦
状
に
墾
加
せ
る
や
は

　
　
學
》
σ
q
塗
お
8
讐
ぞ
三
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
問
に
し
て
、
全
然
一
般
の
解
緯
を
否
定
し
難
か
る
べ
し

　
　
　
第
一
巻
　
　
（
一
〇
三
）
　
叢
観
　
　
職
時
の
睡
洲
地
理
攣
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
三



第
　
巻
　
（
一
〇
四
）

叢
訊
　
職
降
の
麟
洲
地
理
學
界

叉
た

　
　
カ
ー
川
・
ド
ー
プ
エ
氏
佛
國
に
野
す
る
佛
蘭
西
殖
民

　
　
國
の
意
義

の
一
篇
の
如
き
、
多
年
に
亘
る
佛
國
殖
属
地
の
経
管
に
比

し
て
濁
逸
ア
フ
リ
カ
殖
民
地
の
長
足
の
進
歩
を
説
き
、
母

國
人
口
塒
殖
に
よ
る
野
外
溢
出
の
必
要
な
き
彿
國
殖
民
地

は
、
載
捷
の
結
果
朗
然
猫
逸
の
手
に
入
る
べ
し
ご
す
る
如

き
ロ
吻
を
認
め
、
濁
逸
地
理
學
齎
の
欲
す
る
所
を
窺
ふ
に

足
る
も
の
な
り
。

　
ペ
ー
ク
マ
川
ン
誌
ご
岡
じ
く
ゴ
ー
タ
の
ぺ
ぞ
グ
ス
就
の

刊
行
す
る
地
理
學
指
針
0
8
σ
q
轟
や
蕉
。
。
畠
2
》
嚢
。
一
α
q
2
は

學
校
地
理
學
も
∩
∩
ぎ
9
0
8
喚
毛
ξ
の
輝
輝
な
る
が
》
其

戦
時
の
色
彩
特
に
著
し
く
．
一
月
號
に
欧
洲
全
圖
を
附
圖

ご
し
て
掲
げ
輿
敵
ご
敵
國
中
立
國
を
色
分
け
に
し
て
示
し

黒
頭
に
は
ヒ
ン
デ
ン
ブ
川
ヒ
元
帥
の
省
像
を
掲
ぐ
る
な
ぞ

其
武
装
せ
る
意
氣
如
何
に
も
物
々
し
げ
に
見
ぬ
、
從
頚
地

理
激
育
に
政
治
涯
劃
を
無
親
せ
る
こ
ご
、
今
四
の
血
餅
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
漕
號
　
　
一
〇
闘

始
後
に
大
に
不
都
舎
こ
な
れ
る
を
論
ず
る
、
亦
た
時
勢
の

輔
導
ご
は
い
へ
為
理
り
に
極
端
な
る
偏
見
た
る
を
…
免
れ
す

吾
人
は
十
絵
年
前
に
ス
チ
ー
レ
川
輿
地
圖
の
手
摺
手
塗
銅

版
圖
よ
り
色
刷
眉
版
に
遷
る
ご
同
時
に
、
從
來
よ
り
も
國

境
の
色
彩
が
濃
く
幅
厳
く
な
り
て
、
境
界
に
當
る
由
嶽
な

ご
の
不
明
瞭
に
取
り
し
を
営
み
、
螺
線
の
み
に
て
示
せ
る

シ
ド
ー
ワ
グ
子
ル
學
綾
用
輿
地
圖
の
遙
か
に
使
用
に
便
な

る
を
生
じ
た
り
し
に
、
輝
輝
の
議
論
の
如
く
ん
ば
、
將
來

の
猫
逸
地
圖
も
亦
た
英
米
諸
國
に
轟
版
せ
る
も
の
こ
同
じ

く
、
政
治
．
匿
劃
の
色
彩
の
み
に
掩
は
れ
た
る
も
の
こ
な
る

べ
き
か
○

　
伯
林
地
理
身
骨
雑
誌
は
ソ
ヒ
ト
ホ
ー
プ
エ
ソ
氏
の
後
を

承
け
て
ペ
ン
ク
民
等
の
協
方
刊
行
す
る
所
に
係
り
、
雲
載

時
の
色
彩
は
前
述
小
誌
の
如
く
前
著
な
ら
ざ
る
も
、
過
去

多
年
の
諸
號
に
比
し
て
資
料
が
多
少
城
じ
た
る
の
観
め
る

は
、
蓋
し
少
飛
越
者
の
多
数
が
剣
を
手
に
せ
る
際
こ
し
て

已
む
を
鮒
尾
ざ
る
べ
く
、
地
理
思
ナ
…
難
融
融
ご
同
じ
く
フ
レ
ヒ
｝



パ
川
チ
。
ペ
ン
グ
ρ
オ
ー
べ
川
フ
ム
メ
川
艦
齢
の
一
老
三
振
が
戦
　

事
は
、
M
じ
里
地
理
…
學
～
曾
が
瑞
…
血
ハ
の
ス
エ
ン
⑫
ヘ
ヂ
ン
氏
の

蕩
に
關
係
あ
る
問
題
に
就
き
筆
を
執
れ
る
も
亦
た
同
一
の
　
　
通
信
曾
員
の
籍
を
除
き
、
更
に
進
ん
で
賞
鋤
局
に
其
鋤
章

理
由
な
ら
ん
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號
奪
を
申
講
せ
る
こ
ご
な
り
○
是
れ
一
昨
年
十
月
ヘ
ヂ
ン

　
巴
里
倫
敦
ご
伯
林
の
地
灘
最
勝
間
に
超
れ
る
雫
論
は
載
　
　
氏
の
濁
軍
に
從
毒
し
て
、
鳴
瀬
國
境
職
業
よ
り
郷
里
の
友

孚
の
蝕
波
物
界
に
入
れ
る
も
の
に
し
て
嘱
問
題
の
一
は
剛
　
入
に
興
へ
た
る
書
簡
が
公
に
さ
れ
、
共
書
中
に
佛
國
を
悔

昨
年
十
一
月
二
十
七
臼
開
會
の
巴
璽
地
灘
姦
直
席
上
に
於
　
識
せ
る
語
句
あ
り
し
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
ヘ
ヂ
ソ
氏
は

て
、
海
路
ラ
ル
マ
ン
氏
の
演
説
が
濁
軍
の
暴
行
を
暴
げ
、
　
　
心
逸
の
両
隣
國
よ
り
挾
撃
さ
れ
し
に
同
情
し
、
共
前
後
の

其
贋
懲
を
叫
び
、
其
聯
邦
を
解
き
原
の
如
く
個
々
の
小
邦
　
勝
利
を
豫
想
し
つ
、
め
る
は
、
近
頃
出
版
さ
れ
し
『
武
装

惣
ら
し
め
ざ
る
可
ら
す
ご
論
じ
、
次
で
ブ
鷲
ソ
デ
川
氏
の
　
　
せ
る
國
民
』
団
ぎ
く
亀
（
組
手
零
9
験
只
英
謬
）
『
西
方
猫
軍

猫
逸
富
源
及
野
心
ご
題
し
て
講
演
せ
る
所
に
締
し
伯
林
側
　
　
從
征
記
』
ジ
、
喜
甚
。
O
O
§
髭
》
爲
類
騨
ヨ
窪
。
　
ジ
．
o
涛

の
駁
論
あ
り
○
論
議
昨
年
二
月
二
十
四
臼
倫
敦
地
理
學
曾
　
　
の
毎
頁
の
軽
快
な
筆
端
に
躍
如
こ
し
て
、
諸
賢
諸
塵
民
に

に
於
け
る
ヂ
ヨ
ン
ス
ト
ン
氏
の
載
前
及
戦
後
の
ア
フ
リ
カ
　
不
快
の
戚
を
興
へ
し
は
妙
少
な
ら
す
○
昨
年
三
月
二
十
二

洲
政
治
地
理
ご
題
す
る
講
演
に
於
け
る
濁
逸
殖
民
地
喪
失
　
　
臼
の
倫
敦
地
灘
學
會
に
於
て
、
同
じ
く
ヘ
ヂ
ン
氏
は
中
立

を
豫
著
せ
る
政
治
賊
論
語
に
齢
し
て
も
論
難
を
試
み
た
り
’
國
昆
な
れ
ざ
も
、
其
行
動
及
び
繊
版
せ
る
文
書
に
於
て
英

濁
逸
文
朋
の
優
越
を
圭
還
す
る
猫
逸
學
者
の
態
・
漢
こ
し
て
　
國
先
帝
の
敵
た
る
こ
ご
を
示
し
繋
る
廉
に
よ
り
、
名
轡
通

此
の
如
き
論
載
の
起
る
は
敢
て
怪
む
に
足
ら
ざ
る
所
な
り
　
　
僑
曾
員
の
名
簿
よ
り
除
名
す
る
こ
ご
を
決
議
せ
り
。
之
ご

　
今
回
戦
孚
の
飛
沫
が
中
立
國
の
地
理
家
に
及
べ
る
一
州
　
　
同
時
に
濁
人
の
入
難
読
博
し
得
淀
こ
ご
も
亦
頗
る
大
に
し

　
　
　
第
一
磐
r
　
（
一
〇
五
）
　
　
綴
　
説
　
　
腰
時
の
輪
講
地
理
畢
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
五



第
　
一
　
巻
　
　
　
（
一
〇
山
ハ
）
　
　
叢
　
　
設
　
　
　
隙
脳
時
の
獣
…
洲
地
理
墨
一
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
一
〇
六

て
、
ペ
ン
ク
氏
の
如
き
は
英
國
の
新
聞
に
麟
濁
せ
ら
れ
把

る
猫
軍
の
翼
鞘
を
勝
に
し
た
る
に
写
し
て
伯
林
會
誌
上
に

満
腔
の
謝
意
を
披
上
せ
る
は
、
好
箇
の
反
襯
な
り
○
抑
ヘ

ヂ
ン
氏
の
最
近
数
年
の
溝
息
を
聞
く
に
塾
四
年
前
に
瑞
典

國
の
掛
長
の
侵
略
に
備
ふ
る
が
爲
め
に
軍
備
擬
張
の
必
要

な
る
を
鼓
吹
し
、
嘗
て
露
國
よ
り
受
領
せ
る
鋤
章
を
複
層

さ
れ
た
蔭
、
こ
い
へ
ば
、
瑞
典
人
こ
し
て
鋼
露
敵
愉
心
強
く

黒
き
て
英
佛
両
國
に
も
反
抗
の
意
氣
を
負
ひ
、
今
回
の
濁

國
三
軍
の
墨
こ
な
り
し
な
ら
ん
。
而
か
も
其
本
國
に
も
亦

セ
其
意
見
に
反
灘
す
る
も
の
あ
り
て
、
現
に
其
從
征
記
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ィ
コ
ヅ
ト

瑞
典
の
あ
る
雪
平
よ
り
零
点
せ
ん
ご
試
み
た
る
も
の
め
り

こ
い
ふ
。
ヘ
ヂ
ン
民
を
猫
謬
論
に
傭
は
れ
て
其
提
灯
を
持

つ
も
の
こ
す
る
佛
人
の
憤
慰
果
し
て
綴
れ
る
や
否
や
、
吾

人
は
烏
の
雌
雄
を
識
ら
ざ
る
な
り
○

　
ペ
ン
ク
氏
は
今
回
の
戦
孚
に
於
て
敵
國
抑
留
の
不
虞
の

厄
災
を
被
む
れ
る
天
に
し
て
、
一
昨
年
八
月
八
霞
よ
り

三
十
H
ま
で
濠
洲
に
閥
け
る
英
國
學
術
漿
働
會
に
出
　
席
せ

る
が
為
他
の
猫
逸
優
者
七
人
ご
共
に
濠
洲
に
着
せ
る
後
、

間
も
な
一
英
鬼
能
戦
こ
な
り
し
も
、
開
會
巾
は
招
待
員
こ

し
て
塞
思
し
、
帰
國
に
至
り
少
飛
の
軍
籍
に
在
る
學
者
二

入
は
汐
留
さ
れ
、
ペ
ン
ク
氏
は
英
麟
に
て
ロ
ン
ド
ン
に
逸

ら
れ
し
が
、
其
濠
洲
の
事
情
に
精
思
す
る
の
故
を
以
て
、

濁
艦
の
印
度
洋
に
彿
零
す
る
聞
倫
敦
に
抽
留
さ
れ
、
エ
ム

デ
ン
號
撃
沈
後
初
め
て
騨
さ
れ
て
本
圃
に
還
る
を
得
楚
り

其
綿
留
中
の
印
象
を
記
せ
る
小
燐
子
の
賑
謹
め
り
し
ご
聞

一
○
此
［
他
地
漁
家
ソ
川
プ
〃
氏
は
一
時
カ
イ
質
一
に
抑
留

さ
れ
て
間
も
な
く
騨
さ
れ
、
人
類
家
川
シ
ャ
ン
は
蘭
領
印

籠
よ
り
米
俵
に
渡
り
し
も
、
今
術
本
選
に
蹄
ら
す
ご
い
ふ

　
一
篇
年
前
本
邦
に
來
要
せ
る
ヘ
ッ
ト
子
〃
氏
も
亦
π
一
昨

年
調
載
聖
戦
爾
に
閣
係
せ
る
著
書
二
種
を
公
に
せ
り
○
共

一
は
『
入
漁
地
理
學
の
一
研
究
、
歓
羅
巴
露
西
亜
』
に
し

て
、
恐
ら
く
は
以
前
に
公
に
せ
る
も
の
》
再
版
な
る
べ
く

其
二
は
『
英
國
の
世
墨
制
駅
ご
黒
藻
』
ご
題
し
厨
じ
く
英

國
の
現
在
の
地
位
に
封
ず
る
客
観
的
鯛
漸
を
施
さ
ん
ご
試



み
お
る
も
の
な
り
○
グ
ラ
イ
フ
ス
ワ
ル
ド
大
々
の
フ
リ
ー

ド
リ
ク
セ
ン
敷
面
の
『
欧
羅
巴
露
茜
亜
の
臨
境
地
』
ご
解

せ
る
小
潴
干
は
．
前
看
ご
同
じ
く
脇
逸
の
交
戦
國
事
情
を

科
學
的
に
説
明
せ
る
も
の
な
り
○

　
之
を
要
す
る
に
開
戦
以
來
の
欧
洲
地
理
學
界
に
於
て
策

も
活
氣
あ
る
は
撚
脚
逸
學
献
燈
な
・
る
こ
ε
上
に
「
輸
橿
ベ
ヤ
論
る
伽
難
く

其
研
究
す
る
科
學
を
戦
雫
の
問
題
に
直
接
叉
は
間
接
に
結

び
附
け
て
何
等
か
貢
献
す
る
所
あ
ら
ん
．
こ
す
る
努
力
は
、

世
界
を
敵
手
こ
し
て
職
は
ん
こ
す
る
國
民
決
心
の
一
部
な

る
べ
し
○
吾
人
聯
含
軍
側
の
瞳
子
の
屡
不
利
な
る
を
聞
き

其
努
力
の
未
だ
十
奔
な
ら
ざ
る
を
疑
ふ
も
の
、
今
本
篇
を

草
す
る
に
怠
り
て
轄
た
聯
合
國
の
學
界
の
寂
蓼
た
る
を
潰

憾
こ
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
な
b
O

　
　
壼
井
鶴
翼
に
就
ズ

　
　
　
　
　
文
學
士
林
　
　
森
太
鄭

本
題
に
就
て
余
は
五
項
に
分
っ
て
説
朋
し
た
い
ご
思
ふ

　
　
第
　
一
陣
　
　
（
一
〇
七
）
　
　
叢
　
郡
　
　
壷
井
鶴
翁
に
就
て

即
ち
第
一
総
説
、
第
二
鶴
翁
の
事
蹟
、
第
三
鶴
翁
の
著
書
醸
、

第
四
鶴
翁
の
功
績
、
雑
感
尊
翁
の
門
人
、
こ
れ
で
あ
る
○

　
　
　
　
共
の
一
総
　
　
　
読

　
第
一
は
此
鶴
翁
の
背
景
を
描
く
直
り
で
鶴
翁
以
外
の
當

時
の
故
亡
羊
者
の
事
を
少
し
遍
べ
た
い
．
元
和
堰
武
以
後

朝
廷
に
簸
て
は
久
し
く
康
絶
し
た
り
し
儀
式
典
禮
を
段
々

御
再
興
に
な
っ
た
の
で
、
典
必
要
上
諸
家
の
記
録
を
探
り

古
綿
ハ
を
詮
索
す
る
公
卿
が
出
た
が
、
當
時
は
記
録
交
書
の

類
、
世
に
乏
し
、
所
謂
寛
永
有
職
で
鈷
誤
や
失
考
も
紗
か

ら
ぬ
こ
ご
で
あ
っ
π
o
共
働
元
手
時
代
の
交
運
勃
興
．
こ
共
、

に
地
下
の
問
に
も
朝
廷
の
儀
式
官
位
の
制
度
は
言
ふ
迄
も

な
く
》
宮
殿
の
構
造
、
衣
絞
の
故
蜜
調
度
の
製
作
に
至
る

迄
を
研
究
す
る
一
涙
の
學
纏
が
現
は
れ
所
謂
有
職
の
學
即
，

職
學
が
一
三
の
学
問
．
こ
し
て
燭
嘱
す
る
機
運
に
向
つ
た
Q

　
さ
て
此
元
巌
時
代
に
京
都
に
住
で
此
方
面
に
薩
接
に
關

係
の
あ
る
入
を
数
へ
て
直
る
、
こ
先
づ
駕
御
尿
で
装
束
の
家
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
Q
七


